
　狂犬病は発症すると死亡率がほぼ１００％の恐ろしい

人と動物の共通感染症です。日本では狂犬病とよばれる

ので犬だけの伝染病だと思っていませんか？　実は猫を

はじめほとんどのほ乳動物が感染する病気なのです。

　日本では1957年以降発生の報告はありませんが、世界

でも狂犬病が発生していない国は日本、英国、オースト

ラリア、ニュージーランド、スウェーデン、ノルウエ

イ、フィンランド、ポルトガル、ギリシャなど数カ国し

かなく、 今でも全世界では年間推定3~5万人の死者が出

ているといわれています。1999年にはお隣の韓国で人の

死亡例が発生しており、動物の輸出入が盛んになった今

日では油断は禁物です。

　狂犬病の原因は狂犬病ウイルスの感染によりおこりま

す。感染は主に狂犬病ウイルスを持った動物に咬まれる

ことによる唾液との接触感染です。自然界では、コウモ

リ、スカンク、狐の感染が確認されており、我々に身近

なところでは、犬と猫が感染します。

　主な症状は、攻撃的な性格になり涎を流す。麻痺、痙

攣発作。異常な興奮状態などで末期には昏睡状態となり

３~４日程度で死亡します。

　死亡した動物の脳を病理組織学検査するか、特殊なウ

イルス分離試験を行いますが、どちらも一般の動物病院

では不可能ですので専門の検査機関に依頼することにな

ります。

　狂犬病は治療できる病気ではありません。狂犬病が疑

われる場合は隔離、様子観察を行い、安楽死などの処置

が必要となります。

　狂犬病は人畜共通伝染病ですので人間への感染の危険性

があります。そのため自宅で看護できることはありませ

ん。

　ワクチン接種で予防するしかありません。日本では狂犬

病予防法により生後90日を経過した犬は年に一回のワクチ

ン接種が義務づけられております。この病気は近隣諸外国

ではいまだに発生しており、減少する傾向はまったくみら

れません。現在いろいろな動物が生体で輸入されているこ

とを考えると、日本でも発生の可能性は否定し切れません

ので、世界中から狂犬病が撲滅されるまで、日本人の義務

として狂犬病予防注射は年に一回必ず受けましょう。
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　狂犬病予防注射は市町村で行われる集合注射以外に

も動物病院で可能です。接種を忘れている方はお近く

の動物病院へご相談ください。

　また、人が犬に噛まれた場合は、急いで病院（人

間）に行き、処置をしてもらってください。人の場

合。狂犬病ウイルスの特性から噛まれてもその後にワ

クチンを数回接種することにより発病を免れる可能性

があります。

　なお、日本だけではなく、外国へ行っても見知らぬ

犬や猫、野生動物にむやみに触わらないように注意し

ましょう。日本での最後の発症はインド旅行で犬に噛

まれた人です。
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